
■特殊車両により運搬可能な規格のコンクリート構造物については、原則、プレキャス ト製品を使用する
【中型以上のコンクリート構造物】

・特殊車両 により運搬可能な規格のコンクリート構造物については、原則、プレキャスト化する。
・計画、設計段階でのコスト以外の指標も含めた比較検討が重要。

 「原則」とは、（参考１）の検討結果のとおり、現場打ち・プレキャストでコスト差が大きく生じないこ
とからプレキャスト製品を使用することとするが、検討にあたっては、各々の現場条件等を考慮し
た比較検討を行い、総合的に判断すること。（H29.4.21 「予備設計段階等におけるコンクリート
構造物の比較案作成にあたっての留意事項について」を参照。

※プレキャスト製品を検討するにあたっては、運搬について下記のとおり留意すること。
※設計業務の特記仕様書へ明記する。

（R3.3.30通知）コンクリート構造物の設計・施工段階における生産性向上の
取組について
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関東地方整備局

＜参考資料＞

（「コンクリート構造物の設計・施工段階における生産性向上の取組について（通知）（国関整技管第308号 令和3年3月30日） 別添より）

（第11回コンクリート生産性向上検討協議会（令和4年3月1日） 資料2-2 P.7より）

（第11回コンクリート生産性向上検討協議会（令和4年3月1日） 資料2-2 P.7より）



（参考１）Ｌ型擁壁・ボックスカルバートの規格毎のコスト比較

■第11回コンクリート生産性向上検討協議会（令和4年3月1日）資料より（※資料2-2 P6に一部加筆）

コスト差が大きく生じていない
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関東地方整備局
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（参考２）プレキャスト関係参考情報

ガイドラインの名前 策定 URL 概要

① 機械式鉄筋定着⼯法の配筋設計ガイドライン H28.7 https://www.mlit.go.jp/comm
on/001184141.pdf

鉄筋⼯の効率化、⽣産性の向上を図ることを⽬的として機械式鉄筋定着⼯法を採⽤するための、標準的な使
⽤⽅法と設計・施⼯上の留意事項についてのガイドライン。

②
流動性を⾼めた現場打ちコンクリートの活⽤に関す
るガイドライン

H29.3 https://www.mlit.go.jp/comm
on/001191821.pdf

現場打ちの鉄筋コンクリート構造物及びプレストレストコンクリート構造物を対象とし、⽬標スランプを
12cmとする場合の合理的な選定⽅法と留意事項についてのガイドライン。

③
現場打ちコンクリート構造物に適⽤する機械式鉄筋
継⼿⼯法ガイドライン

H29.3 https://www.mlit.go.jp/comm
on/001186458.pdf

機械式鉄筋継⼿は施⼯効率が⾼いが、⼯法の種類が多く、それぞれについて施⼯⽅法や留意事項が異なって
いることから、適⽤にあたっての検討事項（構造細⽬・鉄筋種類の取扱い、⼯法ごとの性能確認 等）

④ コンクリート橋のプレキャスト化ガイドライン H30.6 https://www.mlit.go.jp/comm
on/001240409.pdf

コンクリート橋の上部構造の⼀部または全部にプレキャスト部材を適⽤する場合の技術的事項、輸送・架
設・維持管理までを含む留意点など考慮されるべき事項についてのガイドライン。

⑤
コンクリート構造物における埋設型枠・プレハブ鉄
筋に関するガイドライン

H30.6 https://www.mlit.go.jp/comm
on/001240408.pdf

要素技術（埋設型枠およびプレハブ鉄筋）の普及と利活⽤を促進し、コンクリート構造物におけるコンク
リート⼯の⽣産性向上を図ることを⽬的に、それぞれの技術に関する特性や留意事項についてのガイドライ
ン。

⑥ ⼟⽊構造物設計ガイドライン H31.3 https://www.mlit.go.jp/tec/c
ontent/001338547.pdf

標準的な構造物を対象として、建設⽣産プロセス全体及び⼀連の事業区間における⽣産性向上が促進できる
設計の考え⽅を⽰したガイドライン。

ガイドラインの名前 策定 URL 概要

⑦
国⼟交通省⼟⽊⼯事におけるプレキャスト⼯法の活
⽤事例集（第⼆版）

R4.3 https://www.mlit.go.jp/tec/c
ontent/001474498.pdf

プレキャスト⼯法の活⽤促進策を踏まえ、実際に採⽤された様々な事例（国交省に加え、法⼈・⾃治体等で
の）を紹介。

委員会 開催 URL 議事要旨

⑧ 第  9回コンクリート⽣産性向上検討委員会 R2.7.31 https://www.mlit.go.jp/tec/te
c_tk_000079.html

特殊⾞両で運搬可能な規格については、原則、プレキャスト化する⽅針とするが、検討にあたっては運搬に
ついて留意する。

⑨ 第11回コンクリート⽣産性向上検討委員会 R4.3.1 https://www.mlit.go.jp/tec/te
c_tk_000092.html

働き⽅改⾰の推進等も考慮し、設計段階からプレキャストを採⽤できるよう、既存のガイドライン等を活⽤
しながら検討を進める。

通知⽂書の名前 策定 URL（本省HP） 概要

⑩
予備設計段階等におけるコンクリート構造物の⽐較
案作成にあたっての留意事項について（依頼）

H29.5.8 https://www.mlit.go.jp/page/
content/001359887.pdf

予備設計において、プレキャストと現場打ちコンクリートとの⽐較案の作成に当たり、直接⼯事費以外の要
素も含め⽐較することを⽰した。

⑪
コンクリート構造物の設計・施⼯段階における⽣産
正向上の取組について（通知）

R3.3.30 https://www.mlit.go.jp/tec/c
ontent/001397008.pdf

特殊⾞両により運搬可能な規格のコンクリート構造物については、原則、プレキャス ト製品を使⽤（※検討
にあたっては、運搬について留意）

（参考）過去の通知⽂書

（３）コンクリート⼯における⽣産性向上｛プレキャスト関係委員会資料｝（本省HP： https://www.mlit.go.jp/tec/i-con-concrete.html ）

（１）コンクリート⼯の⽣産性向上に資する各ガイドラインの活⽤

（２）プレキャスト⼯法活⽤事例集の活⽤


